
食と農の市民談話会（2021年6～11月）ふり返り

開催のねらい

〇日本の食や農が抱える多くの問題

（栄養バランスの崩れ、食品ロスの増加、食料自給率の低下、担い手の減少等）

ウェブサイト「フード・マイレージ資料室」主宰 中田哲也(5さい)

〇共通する背景

：食と農の間の距離の拡大

・産地や生産者の姿が見えにくく

・食べものは単なる「商品」に

・食べものを大切にし、生産者を敬い、

自然や環境を大切にしようという

気持ちが希薄化。

〇食や農を「自分ゴト」として捉える

ための一つのきっかけづくり。

211221_食と農の市民放談会 資料



第１回 2021年6月8日（火）
小谷あゆみさん（農ジャーナリスト、ベジアナ）

「一億農ライフ 都市の私達による食の革命」

・自分で作れば色んな事が変わるよ、都市に住む私たちから食や農を変えていこう。

・都市農業は、地方の産地のことを知る玄関口。

・自分で農を体験し感動すること（農ライフ）で、食や農のことを自分ゴトにするこ
とができる。みんなが農に携わる「ニュー農マル」の時代が来た。

・世界中の都市でも「耕す」動き。私たちの健康は地球の健康にもつながる。

（スライドの写真は当日のご本人の資料より。）



第２回 2021年7月13日（火）
谷さつきさん（もーもーガーデン、福島・大熊町）

「牛力草刈りで、あたたかい復興」

・大震災と原発事故を奇跡的に乗り越えた牛たちが草を食む力で、農地や環境が再生
されている。

・草などの未利用資源を利用することで、飼料を自給すると同時に環境を保護するこ
とができる。ひいては海外の土地と食料や環境を守ることにもつながる。

・もっとも困難な場所（課題先進地）で実現できている取組みを『未来のモデル』と
して国内外に向けて発信していきたい。

（スライドの写真は当日のご本人の資料より。）



もーもーガーデン訪問（2021.10/30、福島・大熊町）

←10月にオープンした
交流施設（大川原地区）

牛だけど
ウマい

(©谷さん)



第３回 2021年8月10日（火）
榊田みどりさん（農業ジャーナリスト）

「現場から見える日本の食・農の問題」
・対立ではなく理解・共生を目指し、都市農家のなかから農業体験農園など新しいス
タイルが生まれ、全国に拡がりつつある。

・人口減少社会に転換するなか、都市農地は多様な役割を果たしているものとして都
市計画にも積極的に位置づけられるように。

・いずれにしても都市は農村からの食料供給があって初めて成り立つ存在であり、都
市農業から、都市と農村の心地よい関係についてもう一度考えたい。

（スライドの写真は当日のご本人の資料より。）



第４回 2021年9月7日（火）
大和田順子さん（同志社大学ソーシャル・イノベーションコース教授）

「農山村に誘われた10年」
・都市農村交流に携わって（誘われて）10年ほど。今後、ますます重要に。

・世界各地、日本各地の農業遺産地区には、それぞれ固有の技術や知恵がある。その
価値を知ってもらい、保全する活動を応援して頂けると有難い。

・農村には生きものの賑わいや環境と共生する農があり、人の生活と自然が共鳴して
いる。精神性、生き方も美しく感じられる。

・そのような価値を可視化し伝えていく活動をこれからも続けていきたい。

（スライドの写真は当日のご本人の資料より。）



第５回 2021年10月5日（火）
八幡名子さん（巻き寿司やさん、東京・八王子）

「私が巻き寿司に巻き込んでいるもの」

・食べものの産地や農業にはほとんど関心がなかったが、『東北食べる通信』を読ん
で、食べものは人（生産者）が作っているという当たり前のことに衝撃を受けた。

・私たち消費者は生産者さんの思いをもっと知るべき。多くの人に伝えていきたいと
思い、本年1月に『巻き寿司やさん』をオープン。

・地元の伝統野菜・川口エンドウなど、農家さんからお預かりした大切な食材を美味
しい巻き寿司にして、生産者さんの思いを伝えていきたい。

（スライドの写真は当日のご本人の資料より。）



放談会への八幡名子さんからのメッセージ

12月の巻き寿司やさん：12月26日（日）12～15時
「八王子の伝統野菜 高倉ダイコンを巻きます！」https://www.yahatameikomaki.com/



第６回 2021年11月9日（火）
平賀 緑さん（京都橘大学准教授）

「食と資本主義の歴史－人も自然も壊さない経済とは？」
・食べものも農業も、利潤追求をロジックとする資本主義に組み込まれている（資本
主義的食料システム）。それが歴史的にどのように形成されてきたかを理解する必要。

・現在の食生活は消費者が自主的に選択したものではない。

・食料システムを地域に根差したものに変えていくこととが必要。

・「経世済民」という言葉が、自然の恵みである農と生命の糧である食と、それを支
える地域社会経済とを取り戻すきっかけになればと願っている。

（スライドの写真は当日のご本人の資料より。）



話題提供を頂いた6名の方々、有難うございました。
ご参加下さった皆様にも、感謝申し上げます。

（各会の様子は、市民研ＨＰから動画アーカイブをご覧いただけます。）

本日の「放談会」の進め方（シナリオなし）

・小谷あゆみさん（第１回の話題提供者）、榊田みどりさん（第３回）、
大和田順子さん（第４回）、平賀緑さん（第６回）から、
語り尽くせなかったこと、その後の新たな展開等についてご発言。

・話題提供者間、参加者全員で意見交換など（放談）。
なるべく多くの方にご発言頂ければ幸いです。
2021年の締めくくりにふさわしい、ざっくばらんで自由闊達な会に。

・21時終了（様子をみて、可能な方には残って頂き延長も？）。



食と農の市民談話会 Season2 の開催について
（2022年1～3月、全３回）

第７回 2022年１月18日（火）

「有機農業の意義と可能性」(仮題)

話題提供：浅見 彰宏さん

（福島・喜多方市山都、福島県有機農業ネットワーク理事長）

第８回 ２月15日（火）

「『限界集落』での暮らしとなりわい」(仮題)

話題提供：赤木(谷内)美名子さん

（新潟・上越市大賀、農業、もんぺ製作所）

第９回 ３月15日（火）

「漁協で働くということ」(仮題)

話題提供：森 歩（あゆみ）さん

（兵庫・香美町香住、但馬漁業協同組合（ＪＦ但馬）勤務）


